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	令和8年度
	【申請者用】
	京都府 介護福祉士修学資金等貸付 申請の手引き
	この修学資金は、介護福祉士の養成施設に在学し、介護福祉士の資格取得を 目指す方に対し、修学のための資金を無利子で貸し付ける制度です。
	貸付対象者 　令和8年4月に介護福祉士養成施設に入学する方及び在学している方
	養成施設への申請書類の提出期限 　書類の提出期限については、学校の担当者に御確認ください。
	申請方法 　養成施設を通じての申請となります。申請書類一式を学校の担当窓口に提出してください。 　（※養成施設によって申請方法や期間は異なりますので、必ず在学する学校へ期限等を御確認ください。）
	  　社会福祉法人 京都府社会福祉協議会 　総務企画部　福祉経営推進課  

	目次
	01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12
	大事なポイント 介護福祉士修学資金等貸付について 貸付内容 他の貸付金との併給 高等教育の修学支援新制度との併用 返還 返還猶予、返還免除 申請～卒業までの流れ 提出書類 国家資格取得から返還免除までの流れ 国家試験が不合格だった場合の手続きの流れ その他

	大事なポイント
	修学資金を希望する学生の方へ
	　申請を希望される方は、この手引きを十分お読みになった上で申請してください。

	修学資金は貸付制度（借りるもの）です
	お金がもらえる制度ではありません。  ただし、一定の要件を満たした場合に限り、返還が全額免除されます。  要件については、P.9の「返還猶予・返還免除」を御覧ください。  修学資金を借りるのは申請者ご自身です。「借りる」という自覚を持って申請してください。

	連帯保証人が必要です
	貸付には審査があります
	養成学校の推薦が必要です
	入学前に修学資金は振り込まれません

	介護福祉士修学資金等貸付について
	目的
	対象者
	養成施設を卒業後、介護福祉士又は社会福祉士の資格を取得・登録し、京都府内の福祉施設等に就職を希望されている方が申請対象となります。

	申請
	貸付期間
	貸付内容
	貸付額
	利子
	連帯保証人
	他の貸付金との併給
	修学のために必要な範囲であれば、他の奨学金との併給が可能ですが、財源に国庫補助が含まれるものや本貸付と同様の目的を持つもの等、併給出来ない貸付もあります。なお、貸付の趣旨が異なる他の制度（例：母子家庭自立支援給付金）との併給は可能です。
	◆併給が可能なもの
	◆併給ができないもの

	※介護福祉士修学資金等貸付の返還が必要となった場合は、両方の貸付金を同時に返還 　していくこととなりますので、貸付を希望する場合には十分、御注意ください。 ※教育訓練給付金（一般・専門）を利用する場合は、必要経費から給付金額を引いた差 　額のみ貸付可能です。

	高等教育の修学支援新制度との併用
	高等教育の修学支援新制度の支給を受ける場合は、下記の取扱いとなります。

	自己負担額の算出
	自己負担額については、提出いただく経費等確認書にて計算します。
	C（A-B）
	F（D-E）

	※入学準備金の貸付申請額は、上記自己負担額（C）を上限とします。 ※修学資金の貸付申請額は、上記自己負担額（F）を上限とします。
	・高等教育の修学支援新制度と併用される方は、申請時に高等教育の修学支援新制度の 　利用目安額を経費等確認書にて申告していただき、経費等確認書を基に、京都府社会 　福祉協議会が審査した金額で貸付を案内します。 ・基本的には、必要経費から高等教育の修学支援新制度の額を引いた金額になります。 ・高等教育の修学支援新制度における給付型奨学金を利用される方は生活費加算の申し 　込みが出来ません。
	※高等教育の修学支援新制度を利用される方については、授業料等減免額及び給付型奨 　学金額の決定後に貸付の決定を行うので、審査期間が長くなります。そのため通常よ 　りも送金に時間がかかります。


	返還
	貸付契約の解除
	返還
	返還の方法

	返還猶予、返還免除
	返還猶予
	返還免除
	申請～卒業までの流れ
	１年目
	申請
	決定
	契約
	※締切は養成施設の担当窓口に御確認ください。
	6月上旬頃
	7月初旬頃
	・借用証書 ・申請者及び連帯保証人の印鑑登録証明書

	送金 （1年目）
	7月中旬頃：前期分＋入学準備金
	10月末：後期分

	２年目～
	送金 （2年目～）

	卒業
	4月：前期分
	10月末：後期分
	内定後：就職準備金
	３月

	提出書類
	申請
	申請者が作成・準備する書類
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